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栄養摂取を司る消化管は、本来の役割である消化
吸収を効率良く円滑に遂行し、残直を排出するため
にも、巧妙に制御された運動機能を備えており、正
常な活動はひとが健康的な生活を維持する上で極め
て重要である。その不調は種々の程度の病的状態を
もたらし、重度の場合は死に至る。消化管の平滑筋
運動は、外来性神経（交感、副交感神経系）の影響
下に、筋層間神経叢を中心とする内在性の腸管神経
系によって調節されているが、近年では、これに加
えてカバールの介在細胞（interstitial ce11s of
Cajal：ICC）の存在が注目されて来ている。ICCは嬬
動運動のリズムを作るペースメーカーとしての働き
を示すと共に、神経信号の平滑筋への伝達に関与す
ることが証明されており、その分布、形態、同種あ
るいは多種細胞との結合の様式等は、消化管の運動
を理解するうえでの必須の事項となっている。本研
究は、上記のような背景から、ラット、マウス、モ
ルモット等の実験動物を材料として、電子顕微鏡お
よび共焦点レーザー顕微鏡による観察を行い、ICC
の細胞組織学的特徴について明らかにし、消化管平
滑筋運動の形態学的解析の一助とするものである。
【分布】ICCは消化管の部位（胃、小腸、大腸）に
よってそれぞれ独特の分布を示し、また、存在する
組織層によっても異なる特徴を示すことから、幾つ
かの亜型に分類される。簡単に要約すると、ICCは、
通常、神経要素と密接な関係を保ちながら存在する
ため、筋層間神経叢部のICCは（一部の例外を除い
て）全体に良く発達している。これに対して、輪走
筋層‾内‾のICCは丁‾滑化管の部位にま‾すて大音ぐ異な
り、小腸では内輪走筋層と外輪走筋層の間に広がる
深部筋神経叢に、大腸では輪走筋層と粘膜下結合組
織層との境界部に位置する筋層下神経叢に附随して
ICCの細胞綱が観察される。しかし、胃ではこれら
に匹敵する神経叢は無く、筋層内を散在性に走る神
経線経に沿ってICCは観察される。また、胃では一
つの器官内で領域（胃底、胃体、幽門部）によりICC
の分布が異なることは注意を要する点で、胃底部の
筋層間神経叢部にはICCは存在しない。生理学的研
究から筋層間神経叢部のICCは嬬動運動のペースメ
ーカーとして、筋層内のICCは興奮伝達装置として
働くことが判明しており、ICCの分布の把握は各部
位の運動機能解析の基礎を成すものである。
【細胞の形】小腸の筋層間神経叢部を例にとると、
ほぼ長方形の網目構造を示す神経叢に重なるように
して、ICCは細胞性の網状構造として認められる。
個々のICCは多極性で、細胞体から伸びる数本の一
次突起は、さらに二次、三次の突起を出し、隣接す
る細胞の突起と連絡する。この部位にギャップ結合
の見られることは、後述する通りである。一方、筋
層内に散在するICCは一般に双極性の形を示し、単
純な紡錘形から少数の二次分枝をもつ細胞として観
察される。
【微細構造】ICCは、観察される動物種や消化管の
部位、組織層によってある範囲の変異を示すが、微
細構造上の判断基準を要約すると、線維芽細胞に近
い細胞質の特徴、即ち中等度に発達したゴルジ装置、
租面小胞体、滑面小胞体を含む一方、平滑筋細胞の
特徴とされるカベオラ、基底膜、緻密斑などを（ICC
のサブタイプにより）一部ないしは全部示す細胞で、
豊富なミトコンドリアの存在と突起中に見られる多
量の中間径フィラメントは多くのICCに共通した特
徴である。また、ギャップ結合によって同種細胞ま
たは平滑筋細胞と結合すること、神経終末（軸索膨大
部）と密接したシナプス様構造を示すことも、ICCの
機能と関連した重要な特徴である。細胞の突起部分
に特に豊富な中間径フィラメントは、細い突起を支
える細胞骨格として機能するものと推定されるが、
これらは免疫染色において抗ビメンチン抗体に良染
す‾ることが知られており、ICCが開業系由来の細胞
であることと符合する。
神経信号の伝達役を果たすことが生理学的実験か
らも知られている胃筋層内のICCでは、シナツブス
小胞を多数含んだ終末と細胞体の一端で密接する一
方、隣接する平滑筋とギャップ結合を形成する像が
ラット胃で観察されている。即ち、ICCは間接的神
経支配に重要な役割を果たすことが証明されたと言
えるが、これに加えて、平滑筋細胞と顕著なシナッ
ブス構造を示す直接神経支配の存在も明らかになっ
ており、両者がどのように機能的役割分担、協調を
しているのか、今後の興味ある課題となっている。
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